
宮崎県都農町 石原 英明

隊員本人の顔が
分かる写真

地域コミュニティ活動

【年 齢】
38歳

【出身地】
岐阜県 岐阜市

【転出元】
岐阜県 岐阜市

【前 職】
サッカークラブ運営・
人材派遣・電力事業など

【活動時期】
H31.4～

（4年目）

知人から都農町でスポーツによる地域活性化のプロジェク
トが立ち上がることを聞き、これまでの経験を活かした活
動ができると感じたため。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）info@tsunospo.com（電話番号）0983-32-0137
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（HP）https://tsunospo.com
（Facebook） https://www.facebook.com/tsunospo 
（Twitter） https://twitter.com/tsuno_oko 
（Instagram） https://www.instagram.com/tsuno_oko 

ツノスポーツコミッションの基盤づくりを行い、現在取り
組んでいるプロジェクトを継続、発展させる。また、新型コ
ロナウイルスの影響により滞っていた交流人口増加に対する
施策や、地域課題に取り組む人材の育成にも本格的に取り組
みたい。
任期後は、継続してツノスポーツコミッションの運営を行

いながら、全国の様々な地域とのネットワークを構築し、ス
ポーツによるまちづくり・人材育成という分野全体が活性化
されるような取り組みを都農から発信したい。

。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

①つの職育プロジェクト

一般社団法人ツノスポーツコミッションの代表理事として、
各種事業の企画・運営・管理等を行う。
一般社団法人ツノスポーツコミッションは、スポーツを活用
した若者の移住促進と、地域課題の解決および地域ぐるみで
の人材育成を目指す。

株式会社J.FC宮崎が運営するサッカークラブJ.FC 
MIYAZAKI(現ヴェロスクロノス都農)を都農町へ誘致し、都農
町とJ.FC宮崎との三者協定により、互いの資源や機能などの
活用を図りながら都農町への移住・定住を促し、都農町の農
業・商業・工業・福祉等、労働力が不足している町内事業者
等での職場体験を通じ、自分に適する職業を見つけた若者が
夢を追いかけながら町の新しい活力になることを目指す。地
域おこし協力隊制度も活用し、競技活動と同時に住居整備、
にぎわい創出、魅力発信などの移住定住対策事業、また期間
産業である農業の担い手不足緩和のための農家支援、マッチ
ング事業なども行う。

②ツノスポーツアカデミー
「よき社会人であれ」をコンセプトに「スポーツ」「生活」
「教育」「職育」を通して少年期から青年期までの若者を、
行政、地元企業、農家等、地域ぐるみで育てる取組。町内唯
一の高校だった都農高校の閉校に伴う若者流出の対策として
の側面もあり、所属する高校生は町外、県外出身者がほとん
どで、高校の3年間を町内の選手寮で生活しながらスポーツ、
教育、職育に励む。地域を引っ張て行く人材を育てるととも
に、若者がチャレンジしやすいまちづくりを目指す。
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